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スマートフォン等の利用に関する
実態調査の結果について

１ 調査の目的

児童生徒のスマートフォン等の所持や利用の状況、トラブル等の実態などを把握することで、

児童生徒への指導や保護者への啓発等、今後の取組に資する。

２ 調査の実施時期

令和３年１２月 （平成２６年から毎年１２月に実施）

３ 調査の概要

• 小学校４年生から高校３年生までの児童生徒を対象

• 県内の小学校３３校、中学校３２校、高等学校１７校を抽出し、抽出された学校において、

各学年から１クラスを選び実施

〈調査への回答者数〉

小学校 ２，７６７人（抽出率５．６％）

中学校 ２，８３４人（抽出率５．９％）

高等学校 １，７３８人（抽出率５．４％） 合計 ７，３３９人（抽出率５．７％）

４ 備考

本報告書において、

• スマホとは、スマホ（スマートフォン）または携帯（従来型の携帯電話）を表す。

• スマホ、パソコン、ゲーム機等ネット接続が可能な機器から利用できる、メール、LINE

Twitter、Instagram、オンラインゲーム等の総称を「コミュニケーションサービス」と表す。

• 小学生とは、小学校４年生から小学校６年生までを指す。



（１） スマホ等の利用状況について

① 自分のスマホを持っているか

〈 概 要 〉

 「自分専用のスマホ・携帯を持っている」と回答した割合（％） ＜本調査の回答者全員が対象＞

※以下、小学生は「小」、中学生は「中」、高校生は「高」と表す。
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① スマホの所持率

自分のスマホを持っている割合は、小44.9%、中75.3%、高99.5%であり、小・中で増加傾向である｡

② 長時間利用の割合

｢平日１日に、平均３時間以上｣スマホを利用している割合は、小14.2%、中28.2%、高39.6%であり、

前年度より、全校種で増加している。

③ インターネット（以下「ネット」という。）やコミュニケーションサービスの利用

・ネットやコミュニケーションサービスを利用している割合は、小85.5%、中94.9%、高98.7%である。

・小ではゲームや音楽・動画鑑賞、中・高では連絡・通話や音楽・動画鑑賞の割合が高い。

④ 情報端末（スマホ、パソコン、タブレットなど）の学習への活用

情報端末は、「学習で分からないことを調べる」、「学習ソフトやアプリの活用」、「動画でスポー

ツや楽器の実技を見る」など、広く学習にも活用されている。

② 平日１日当たり、どれくらいスマホを利用しているか ※ 学習の目的で利用している時間は除く

 平日１日当たりのスマホの利用時間別割合（％）
＜自分専用のスマホを持っている又は家族のものを借りて使っている児童生徒の回答＞

利用しない 30分未満
30分～１時

間

１時間～１

時間半

１時間半～

２時間
２～３時間 ３～４時間 ４～５時間 ５時間以上 対象数：人

小学生 10.5 24.1 16.3 13.4 11.0 10.7 6.0 4.2 4.0 1,950

中学生 2.1 7.8 11.3 12.8 17.5 20.3 11.6 7.1 9.5 2,276

高校生 0.9 2.4 7.8 11.5 16.3 21.5 14.6 11.6 13.4 1,572
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※ 例えば、２～３時間は、２時間以上３時間未満を表す。

Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3
対Ｒ2
増減

Ｒ3対象数：人

小学生 37.0 42.0 44.9 ＋2.9 2,677

中学生 64.1 71.8 75.3 ＋3.5 2,676

高校生 98.7 99.0 99.5 ＋0.5 1,635

※ 学年別のスマホの所持率（Ｒ３）

・小４ 39.7％ 小５ 43.7％ 小６ 51.0％

・中１ 70.9％ 中２ 75.9％ 中３ 79.1％

・高１ 99.8％ 高２ 99.4％ 高３ 99.3％
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 スマホの利用時間の合計が「平日１日に３時間以上」と回答

した割合（％）
＜自分専用のスマホを持っている、または家族のものを借りて使っている

児童生徒の回答＞

Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3
対Ｒ2
増減

Ｒ3対象数：人

小学生 11.0 13.3 14.2 ＋0.9 1,950

中学生 21.9 20.9 28.2 ＋7.3 2,276

高校生 32.0 39.1 39.6 ＋0.5 1,572

③ ネットやコミュニケーションサービスを利用しているか

＜ネットやコミュニケーションサービスを利用している児童生徒（小学生85.5%、中学生94.9%、高校生98.7% ）の回答＞

 サービス形態別の利用率（％） 【複数回答】

※ 太枠は、最も高い割合を示した項目を表す。

メール
LINE

（ﾗｲﾝ）

Twitter

（ﾂｲｯﾀｰ）

Facebook

（ﾌｪｲｽﾌﾞｯ

ｸ）

Instagram

（ｲﾝｽﾀｸﾞﾗ

ﾑ）

SNOW

(ｽﾉｳ)

TikTok 

(ﾃｨｯｸﾄｯｸ)

YouTube

(ﾕｰﾁｭｰ

ﾌﾞ)

Discord 

(ﾃﾞｨｽｺｰ

ﾄﾞ)

Zenly 

(ｾﾞﾝリー)
その他

対象数：

人

小学生 20.1 47.2 10.0 2.1 11.3 14.6 35.9 89.6 3.6 2.6 11.1 2,238

中学生 27.7 84.4 36.9 7.1 49.1 31.1 54.8 92.6 15.9 15.9 6.8 2,511

高校生 29.6 98.8 61.7 5.1 79.0 28.4 57.5 94.5 19.1 36.8 1.8 1,594
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学習で分か

らないこと

を調べる

学習塾等の

授業

学習ソフト

や学習アプ

リを活用

外国語

のリスニン

グに活用

動画で

スポーツや

楽器の実技

を見る

友人等と学

習について

情報交換

読書

（マンガを

除く）

その他 対象数：人

小学生 60.0 9.4 25.9 10.2 24.5 5.6 9.4 16.3 1,610

中学生 75.1 8.9 20.7 12.7 32.1 23.6 9.4 7.6 1,813

高校生 85.9 4.1 21.2 12.5 25.3 26.4 7.2 4.0 1,152
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④ スマホやパソコン、タブレットを学習に利用しているか

 どのようにスマホやパソコン、タブレットを学習に利用しているかの割合（％） 【複数回答】
＜ｽﾏﾎなどを学習活動に活用すると回答した児童生徒が対象＞

※ スマホ、パソコン、タブレットの利用時間の

合計が「平日１日に３時間以上」と回答した

割合（％）

＜本調査の回答者全員が対象＞

○小学生 18.9％ （n=2,701人 ）

○中学生 31.6％ （n=2,695人 ）

○高校生 46.8％ （n=1,642人 ）

 サービスで何をするかの割合（％） 【複数回答】 ＜ネットやコミュニケーションサービスを利用している児童生徒の回答＞

連絡や通話
SNSを見る、

投稿
ゲーム 調べ物

音楽や動画

等の視聴

電子書籍（本

や漫画）等の

視聴

買い物やチ

ケット予約
その他 対象数：人

小学生 53.1 16.8 69.9 57.1 69.8 11.0 2.9 3.3 2,246

中学生 80.7 58.0 59.9 71.5 87.8 25.3 15.5 1.1 2,509

高校生 89.6 83.0 53.2 70.5 91.5 31.1 34.1 0.1 1,594
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※ 太枠は、最も高い割合を示した項目を表す。



（２） スマホやネット等を介したいじめやトラブルについて

〈 概 要 〉

① ネット利用によって、嫌な経験をしたことがあるか

 「ネットやコミュニケーションサービスを利用して、嫌な経験をしたことがある」と回答した割合（％）

＜ネットやコミュニケーションサービスを利用している児童生徒の回答＞

Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 対Ｒ2増減 Ｒ3対象数：人

小学生 9.1 10.4 8.3 －2.1 2,246

中学生 12.0 7.8 8.9 ＋1.1 2,496

高校生 10.9 6.8 6.8 ±0 1,588

 「経験した嫌なこと」の割合（％） 【複数回答】 ＜ネット利用によって嫌な経験をしたことがある児童生徒の回答＞

書き込ん

だ内容が

うまく伝わ

らず誤解

された

SNSなど

で悪口や

嫌なこと

を書かれ

た

面識のな

い人に自

分を撮影

した画像

を送らさ

れた

自分の名

前や写真

などを無

断で流さ

れた

グループ

からはず

された

他人が自

分になり

すまし書

き込みな

どをした

他人にア

カウントを

乗っ取ら

れた

有害なサ

イトにつ

ながった

他人から

メールや

ＳＮＳ等を

しつこく送

られた

心当たり

のない利

用料金の

請求を受

けた

ゲームの

中で友達

や知り合

いとトラブ

ルになっ

た

事件やト

ラブルに

巻き込ま

れた

その他
対象数：

人

小学生 26.2 12.0 0.5 3.8 19.7 2.7 3.8 9.8 6.0 2.7 41.5 3.3 20.8 183

中学生 40.0 17.3 5.5 6.4 12.3 4.1 8.2 12.3 17.7 6.4 12.7 2.3 17.3 220

高校生 30.6 26.9 1.9 4.6 8.3 2.8 7.4 13.9 13.9 6.5 9.3 0.9 13.0 108
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※ 太枠は、最も高い割合を示した項目を表す。
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① 「嫌な経験をしたことがある」割合

スマホ、ネット、コミュニケーションサービスを利用して、「嫌な経験をしたことがある」と答え

た割合は、小8.3%、中8.9%、高6.8%であり、前年度より、小で減少、中で増加している。

② 「悩みや不安を感じている」割合

ネットやコミュニケーションサービスを利用することで、「悩みや不安を感じることがある」と

答えた割合は、小9.5%、中12.4%、高10.4%であり、前年度より､全校種で減少している。

③ フィルタリングの設定率

「フィルタリングを設定している」と答えた割合は、小41.9%、中39.9%、高37.8%であり、前年

度より、小 ・ 高で増加、中で減少している。



② ネット利用によって、悩みや不安を感じたことがあるか

 「ネットやコミュニケーションサービスを利用して、悩みや不安を感じることがある」と回答した割合（％）
＜ネットやコミュニケーションサービスを利用している児童生徒の回答＞

Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 対Ｒ2増減 Ｒ3対象数：人

小学生 11.1 15.7 9.5 -6.2 2,222

中学生 12.7 23.2 12.4 -10.8 2,493

高校生 12.8 21.6 10.4 -11.2 1,583

 具体的な悩みや不安の内容別の割合（％） 【複数回答】
＜ネットやコミュニケーションサービスを利用して、悩みや不安を感じることがある児童生徒の回答＞

※ 太枠は、最も高い割合を示した項目を表す。

Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3

Ｒ3対象数：人
設定して
いる

設定して
いる

設定して
いる

設定して
いない

わからない

小学生 42.0 38.0 41.9（＋3.9） 18.3 39.7 1,195

中学生 38.7 42.8 39.9（－2.9） 25.4 34.8 2,015

高校生 40.8 37.3 37.8（＋0.5） 29.7 32.5 1,626

※ 「設定している」には、「ネットは使えない機種・設定」と回答した児童生徒を含む｡

利用して

いるSNS

内の人間

関係

友達の

メッセージ

のチェック

個人情報

を書き込

む範囲

他人の個

人情報を

書いてよ

い範囲

悪意のあ

るコメント

や荒らし

自分の悪

口が書か

れていな

いか心配

になる

知りたくも

ない人の

行動がわ

かる

メッセージ

の既読

チェックが

ある

メッセージ

がきたら

すぐ返信

しなけれ

ばならな

い

友だちと

のやりと

りをなか

なか終え

られない

自分の書

き込み

を、後か

ら「あれで

よかった

か」悩む

書いた

メッセージ

に反応が

ない

ゲームや

アプリで

お金を使

いすぎる

その他
対象数：

人

小学生 28.4 21.6 23.1 9.1 17.8 24.5 10.6 19.2 25.0 30.8 31.7 25.5 8.7 15.9 208

中学生 44.0 26.9 30.4 11.7 14.2 24.3 14.9 27.5 23.0 31.4 46.9 28.2 4.9 9.4 309

高校生 38.4 25.0 27.4 19.5 10.4 14.6 20.1 28.7 15.2 22.6 41.5 13.4 3.7 8.5 164
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1.9 

0.8 

3.2 
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6.7 

9.1 

3.3 

1.4 

フィルタリングを
使っている

フィルタリングを
使っていない

インターネットが使えない
機種・設定になっている

わからない 無回答

小学校
(n=308)
中学校
(n=369)
高校生
(n=494)

(%)

0 20 40 60 80 100

＜参考＞ 保護者対象：スマートフォン、タブレットなどのフィルタリングの利用状況調査

「青少年の意識等に関する調査報告書」（R3.3 岡山県）による。
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※ 「n=」は、パーセントを計算するときの母数となる回答者数を示している。

③ フィルタリングの設定に関する児童生徒の割合（％） ＜自分専用のスマホを持っている児童生徒の回答＞

※ （ ）は昨年度比



（３） スマホの利用に関する家庭のルールや、ネットの危険性等に
関する学習について

〈 概 要 〉

① スマホの利用に関して家庭のルール等が設定されているか

 家庭のルールの有無に関する回答の割合（％）

＜普段からネットやSNSを利用している児童生徒の回答 ＞

※ （ ）は昨年度比

 ペアレンタルコントロールが利用されている児童生徒の割合（％）

＜自分専用のスマホを持っている児童生徒の回答＞

※ （ ）は昨年度比
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Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3
Ｒ3対象
数:人

ある ある 家庭のルールがある ない

小学生 61.9 61.6 64.9（＋3.3） 35.1 2,233

中学生 49.4 52.0 52.0（± 0） 48.0 2,498

高校生 20.6 25.6 21.0（－4.6） 79.0 1,584

Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3
Ｒ3対象
数:人

はい はい はい いいえ 不明

小学生 22.0 23.8 30.3（＋6.5） 37.0 32.7 1,179

中学生 19.7 23.5 25.5（＋2.0） 53.9 20.6 1,997

高校生 9.6 8.8 10.3（＋1.5） 76.1 13.5 1,618

① 家庭のルールの有無

スマホの利用に関する家庭のルールが「ある」と答えた割合は、小64.9%、中52.0%、

高21.0%であり、前年度より、小で増加、高で減少している。

また、「ペアレンタルコントロールを利用している」と答えた割合は、小30.3%、中25.5%、

高10.3%であり、前年度より、全校種で増加している。

② 家庭のルールの内容

ルールの内容については、全ての校種で、「知らない人からのメール等に返信しない」、が

多く、中・高では「他人が傷つくような書き込み等はしない」、小・中では「使う時間について決

めている」、小・高では「困ったときは保護者に相談する」も多い。

③ 危険性等の学習の状況

スマホやネットの危険性について、「教えてもらったり、学んだりしたことがある」と答えた割

合は、小89.5%、中95.9%、高96.7%であり、前年度より、全校種で増加している。

また、全国と比較すると、小＋9.6%、中＋5.9%、高＋2.6%と、全校種でその割合は高い。



② どのようなルールを決めているか 【複数回答】

 家庭のルールの内容に関する回答の割合（％）
＜スマホの利用に関して家庭や自分のルールが設定されている児童生徒が回答＞

※ 太枠は、高い割合を示した上位３項目を表す。

利用料

金につ

いて決

めている

使う時間

について

決めて

いる

使う場所

について

決めて

いる

困った時

は、保護

者に相

談する

利用サ

イトやア

プリの内

容につ

いて決

めている

インター

ネットな

どは使

わない

連絡など

を取り合

う相手を

決めて

いる

知らない

人からの

メール等

に返信し

ない

他人が

傷つくよ

うな書き

込み等

はしない

ＳＮＳな

どで、自

分の名

前や写

真などを

送らない

ＳＮＳな

どで、他

人の名

前や写

真などを

勝手に

使用しな

い

スマート

フォン等

について

の学校

のきまり

を守る

その他
対象数：

人

小学生 15.0 74.7 27.0 45.5 18.4 21.5 31.7 39.3 37.5 31.0 27.4 26.1 6.9 1,695

中学生 17.9 63.9 26.8 41.2 20.4 22.1 19.0 43.0 44.1 35.0 36.0 30.9 3.7 1,693

高校生 24.2 34.3 16.5 39.8 13.9 25.7 12.4 44.3 50.4 34.6 35.7 31.7 1.5 653
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 スマホやネットの危険性について、どこで学んだり、誰に教えてもらったりしたかの回答割合（％） 【複数回答】

＜スマホやネットの危険性について、教えてもらったり、学んだりした経験のある児童生徒の回答＞

Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ3対象
数:人

ある ある ある ない 不明

小学生 90.6 85.5 89.5（＋4.0） 4.9 5.6 2,667

中学生 93.5 94.7 95.9（＋1.2） 1.6 2.4 2,662

高校生 96.0 96.4 96.7（＋0.3） 1.7 1.6 1,626

89.5 95.9 
96.7 

79.9 
90.0 94.1 

小学生 中学生 高校生

岡山県 全国

 スマホやネットの危険性について、「教えてもらったり、学んだりした」経験の有無に関する回答の割合（％）
＜本調査の回答者全員が対象＞

③ スマホやネットの危険性について、「教えてもらったり、学んだことがある」と答えた割合 （%）

全国値は、青少年のインターネット利用環境調査
【内閣府 R4.2】による。

※ スマホ等の危険性の学習の状況
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 スマホやネットの危険性について､なにを学びたいかの回答割合（％) 【複数回答】
＜本調査の回答者全員が対象＞

※ 太枠は、高い割合を示した 上位３項目を表す。
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人

小学生 54.5 13.8 34.0 31.0 33.5 26.9 39.8 37.4 27.4 24.9 3.2 2,378

中学生 61.9 17.6 28.1 33.2 25.3 32.2 38.0 27.1 23.8 30.9 2.2 2,362

高校生 55.5 14.5 20.5 22.3 11.6 25.6 30.8 14.8 16.8 29.9 1.6 1,437
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＜参考＞

今後、生徒がタブレットなどの情報端末を一人一台持つなど、ICTの活用が進んでいく中、学校の教育活動に
おいて、どのようなことで利用されると便利だと思うか

＜中・高の生徒のみ回答＞
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【学習】

・オンライン授業を受ける。

・宿題の配信してもらい、提出ができる。

・調べ学習が容易にできる。

・グラフ作成が簡単にできる。

・欠席した際に、動画配信による家庭学習ができる。

・自分で情報を集めて、スライドなどにして発表する方法として利用する。

・情報共有が早くて便利なので、グループ活動や発表がしやすい。

・何度もリスニングに使用したり、先生の説明を聞くことができる。

・実験動画やグラフを見たり、実際に動植物の写真や映像を見ることができる。

・発表をする時、各自の考えをタブレットで閲覧できるようにすると便利。

・体育の実技で、互いを録画してみたり手本動画を見たりすることができる。

【学習以外】

・アンケートを簡単に答えることができる。

・休校中でもオンライン授業で、先生たちとコミュニケーションをとることができる。

・災害時の安否確認や情報収集に利用できる。

・タイピング練習を日頃から進めることができる。

・連絡網、スケジュール管理に利用できる。

・健康観察に使えるので便利。

【その他】
・教科書やノート、辞書、小テストなどに活用すれば、紙を持たずに済むので荷物も少なくなる。

など



【参考】ネット依存傾向について＜令和３年度岡山県学校保健概要調査（R3.12）から＞

○ネット依存 ＜アメリカ心理学者 キンバリー・ヤング（1965－2019）＞
「インターネットに過度に没入してしまうあまり、コンピューターや携帯が使用できないと何らかの情緒
的苛立ちを感じること、また実生活における人間関係を煩わしく感じたり、通常の対人関係や日常生活の
心身状態に弊害が生じているにも関わらず、インターネットに精神的に嗜癖してしまう状態」

【ネット依存傾向チェックシートの概要】 －保健体育課－

◆小学生：簡易版8項目 ※〇の数で判定

低い：0～2個 中：3～4個 高い：5～8個

◆中・高校生：詳細版20項目 ※各項目5点の点数化で判定

総得点 ①特に問題なし：20～ 39点

②注意 ：40～ 69点

③依存状態 ：70～100点

◆簡易版８項目(小学生) ◆詳細版２０項目(中･高校生)

①ネットに夢中になっていると感じることが

ある。

②満足感を得るために、ネットを使う時間

を長くしたいと感じることがある。

③ネットの利用を制限したり、時間を減らし

たり、完全にやめようとして失敗したこと

がたびたびある。

④ネットの使用時間を短くしたりやめようと

すると、落ち着かなかったり、不機嫌に

なったり、落ち込んだり、イライラしたりす

ることがある。

⑤使い始めに思っていたよりも、長い時間、

ネットをつないだ状態でいることがある。

⑥ネットのために、大切な人間関係、学校

のことや部活動のことを台無しにしたり、

危うくすることがある。

⑦ネットへの熱中しすぎを隠すために、家

族、先生やそのほかの人たちに嘘をつ

いたことがある。

⑧自分にふりかかった問題から逃げるた

め、または絶望、不安、落ち込みといっ

たいやな気持から逃げるために、ネット

を使うことがある。

①気がつくと思っていたより長い時間、ネット等を利用していることがある。

②長い時間ネット等を利用していたために、家の手伝いや役割をおろそかにすることがある。

③家族や友達と過ごすよりも、ネット等の利用を優先したいと思うことがある。

④ネット等を介して、新しく知り合い（友人を含む）を作ることがある。

⑤まわりの人から、ネット等の利用時間や回数について注意されたことがある。

⑥ネット等をしている時間が長く、学校の成績に影響することがある。

⑦ネット等への関わりが原因で、勉強の能率に悪影響が出ることがある。

⑧他にやらなければならないことがあっても、まず先に、LINE（ﾗｲﾝ）やTwitter（ﾂｲｯﾀｰ）、

Facebook（ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ）、メールなどをチェックすることがある。

⑨人に、ネット等で何をしているのか聞かれたとき、いいわけをしたり、隠そうとしたりす

ることがある。

⑩日々の生活の問題から気をそらすために、ネット等で時間を過ごすことがある。

⑪気がつけば、また次のネット等の利用を、楽しみにしていることがある。

⑫ネット等のない生活は、退屈で、むなしく、わびしいだろうと不安に思うことがある。

⑬ネット等を利用している最中に誰かに邪魔をされると、いらいらしたり、怒ったり、言い

返したりすることがある。

⑭夜遅くまでネット等に関わることが原因で、睡眠時間が短くなっている。

⑮ネット等をしていないときでも、ネット等のことを考えてぼんやりしたり、ネット等をし

ているところを空想したりすることがある。

⑯ネット等をしているとき「あと数分だけ」と自分で言い訳していることがある。

⑰ネット等をする時間や頻度を減らそうとしても、できないことがある。

⑱ネット等をしている時間や回数を、人に隠そうとすることがある。

⑲誰かと外出するより、ネット等を利用することを選ぶことがある。

⑳ネット等をしている時は何ともないが、ネット等をしていない時はいらいらしたり、憂鬱

な気持ちになったりする。

(独立行政法人国立病院機構久里浜医療センター資料等より）
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（４） 成果と課題

【主な成果と課題】 成果： ○ 課題：▲

○ 「家庭のルールがある」割合は、高で減少しているものの、小で増加している 。

＜小＞ R2： 61.6% → R3： 64.9% ＜中＞ R2： 52.0% → R3： 52.0% ＜高＞ R2： 25.6% → R3： 21. 0%

○ 「ペアレンタルコントロールを利用している」割合は、全校種で増加している。

＜小＞ R2： 23.8% → R3： 30.3% ＜中＞ R2： 23.5% → R3： 25.5% ＜高＞ R2： 8.8% → R3： 10.3%

○ 「ネットやコミュニケーションサービスを利用して、悩みや不安を感じることがある」割合は、全ての校種で減少している。

＜小＞ R2： 15.7% → R3： 9.5% ＜中＞ R2： 23.2% → R3： 12.4% ＜高＞ R2： 21.6% → R3： 10.4%

○ 「スマホやネットの危険性を教えてもらったり、学んだことがある」割合は、全校種で増加しており、また全校種で全国より

も高い。

＜小＞ R2： 85.5% → R3: 89.5% ＜中＞ R2： 94.7% → R3： 95.9% ＜高＞ R2： 96.4% → R3： 96.7%

○▲ 「ネットやコミュニケーションサービスを利用して、嫌な経験をしたことがある」割合は、小で減少したものの、中で増加し

ており、所持率が増加している小・中学生に対して、情報モラルの指導、保護者への啓発を更に充実させる必要がある。

＜小＞ R2： 10.4% → R3： 8.3% ＜中＞ R2： 7.8% → R3： 8.9% ＜高＞ R2： 6.8% → R3： 6.8%

▲ 「平日１日に、平均３時間以上スマホ等を利用している」割合は、全校種で増加しており、引き続き利用時間や内容を把

握しながら、長時間利用の課題に対する取組を進めていく必要がある。

＜小＞ R2： 13.3% → R3： 14.2% ＜中＞ R2： 20.9% → R3： 28.2% ＜高＞ R2： 39.1% → R3： 39.6%

【今後の取組】

県のスマホ・ネット問題総合対策の推進により、学校やＰＴＡ、市町村教委において、引き続き積極的に児童生徒の主体

的な活動や、家庭でのルールづくりに関する保護者啓発等の取組の充実を図る。

① 児童生徒の主体的な取組の促進

・ スマホサミット等により、スマホやネットの適切な利用や、情報端末の学習や日常生活への有効活用に関する協議・

取組を促進する。

② 児童生徒への情報モラル教育の更なる充実

・ 中核教員の養成研修を経た教員を中心に児童生徒の発達段階に応じた情報モラル教育を実施する。

・ 校内研修資料の作成と各校への提供する。

・ 技術・家庭科や情報科、道徳科、総合的な学習（探求）の時間等の教科指導、また外部講師の出前授業などを行い,

情報モラルを育成する教育の推進と充実を図る。

・ ネット上のゲームによるトラブル事例等に関する啓発チラシを作成、保護者に配付し、注意喚起を図る。

③ 家庭や地域への啓発活動の充実

・ リーフ「スマホ購入 虎の巻！」や、事業者別・機種別にペアレンタルコントロールの設定の仕方を解説した動画資料

「わが家のスマホアクション」を入学説明会や保護者面談等で周知・活用し、家庭のルールづくりを更に推進する。

・ ルールづくりに関する参加型のワークショップ（利用時間制限やアプリ制限等のペアレンタルコントロール設定等）を

実施する。

・ 「ぱっちり！モグモグ」生活リズム向上キャンペーンの中で、学校と家庭が連携して、スマホ・ネットの適切な利用に

関する取組を推進する。また、優良活動学校園等を県で表彰する。

④ スマホを含む情報端末の学習への活用を推進

・ 県総合教育センターＨＰで紹介している教職員のＩＣＴ活用指導力向上のための「教育の情報化ユニット研修（ＧＩＧＡ

端末導入期編31項目）」に、新たに「教育の情報化ユニット研修プラス（授業づくり編４項目）の動画資料を追加し、今

後も具体的な活用方法 を示していくことで、スマホを含む情報端末の学習への活用を推進する。



学校と家庭・地域が連携し、子どもを守る体制の構築

子どもをめぐるスマホ・ネット問題とは

＊長時間ゲームをするなどのネット依存
＊誹謗中傷やいじめにつながる仲間外しなどの

ネット上の人権侵害
＊課金、犯罪被害に遭うなどのネットトラブル

背景は
＊いつでもどこでも簡単にネットに接続できる環境
＊児童生徒のスマホ等の所持率の増加
＊情報メディアの活用に関する知識・技術の不十分さ
＊情報社会のルールやマナー習得の不十分さ
＊保護者、大人の知識・技術、危機意識の低さ 等

現状と取組の目標指標

児童生徒の主体的な活動の促進

学 校

○ 『OKAYAMAスマホサミット2022』 の開催
継続・成果普及

・ 中学校部会、高校部会の開催による発達段階に
応じた取組の活性化

・ 保護者部会の開催による、家庭でのルールづく

りに向けた啓発活動について協議

・ 成果報告会（11月）の開催

※教職員・保護者対象

【教育委員会】

家庭・地域等への啓発活動の促進

関係機関等と連携した対応

○ 『スマホ・ネット問題解決タスクフォース』
・ フィルタリングやペアレンタルコントロールの設定促
進など、携帯電話事業者も参画した官民一体の取組
を推進 【男女共同参画青少年課】

○ 『非⾏防⽌教室』

○ ネットパトロール 【教育委員会】

家庭・地域等

継続・強化

○ ＰＴＡ研修会の充実
・ ペアレンタルコントロールの普及啓発等、参加型の
ワークショップを取り入れ、スマホ・ネットとのつき合い
方について話し合うことで、家庭でのルールづくりを
促進

○ 優良実践ＰＴＡの取組を普及
・ スマホ・ネット問題で成果を上げているＰＴＡの好事

例を収集し、県内に普及

【教育委員会】

連携

○家庭でのルールづくりの促進 （家庭でのルールがあると答えた割合）
R1実績 小(61.9%)      R3実績 小(64.9%)      R6目標値 小(65%)

(目標設定時) 中(49.4%) ⇒  中(52.0%) ⇒     中(55%)

・ 親育ち応援学習プログラムの活用を促進

・ 入学説明会や健診等の機会を活用し早期啓発を

強化

○ 就学前の保護者研修の充実

○ 地域住⺠等への啓発活動の推進
・ 地域学校協働本部等と連携した研究機会の充実

・ 学校通信等を活用した啓発活動を推進

・ 家庭教育企業出前講座の取組を推進

ネット依存への対策

○ ネット依存の未然防⽌や早期対応
【教育委員会】継続・成果普及

・ ネット依存防止マニュアルの活用と指導の推進

・ 教職員への研修の充実

スマホ・ネット問題総合対策の推進

実態把握に基づく対応の推進

○ スマートフォン等の利⽤に関する実態調査
・ 児童生徒の利用実態に関する調査を継続し、取
組全体の効果検証と課題を把握し、指導に活用

【教育委員会】

○ 学校保健概要調査
・ ネット依存に関する取組や児童生徒の依存傾向
等を実態把握し、指導に活用

ネット上のいじめ・トラブルへの対応

○ 悩みや不安を抱えた時の匿名相談アプリ活⽤事業
【教育委員会】継続

・ スマホ等を介して匿名で学校にいじめや悩み等を

相談できるシステムを全県立学校で活用し、早期発

見・早期対応を促進

連
携

連携

継続

継続

○ ペアレンタルコントロールの普及
・ 新入生説明会、保護者懇談会等で啓発資料を直

接配付し、ペアレンタルコントロールの普及啓発

・ ＳＮＳ等に起因する犯罪被害や非行、いじめ等の実
例を交えながら適正利用やフィルタリングの重要性、
携帯電話業者と合同した授業を推進 【県警本部少年課】

10


